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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、旅行ブログエントリなどのソーシャルメディアを利用することで、
旅行者を呼び込みたい観光地と旅行者の観光支援を行うことである。具体的には、「課題1 旅行者の観光動機の
自動抽出」、「課題2 観光情報誌の情報拡張」の2つの課題に取り組み、それらを統合することによって上記の
目的を達成する。
課題1では、訪日外国人の居住国などの属性により、必要となる観光情報が異なることを明らかにした。課題2で
は、ユーザの居住国や観光形態を推定する技術を開発したことで、観光ガイドブックを閲覧しているユーザの属
性に合わせて、より適切な画像や旅行ブログエントリを利用して情報拡張をすることが可能となった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to support the tourists and tourist 
destinations that want to attract them by using social media such as travel blog entries. 
Specifically, we tackle the following tasks: "Task 1: Automatic extraction of tourists' motivation 
for tourism" and "Task 2: Information expansion of　information magazines for tourism", then achieve
 the above objectives by integrating two tasks.
In the task 1, we have found that the required tourist information differs depending on the 
attributes such as the country of residence of the foreigners visiting Japan. In the task 2, we have
 developed a technology to estimate the country of residence and tourism patterns of the user. It 
enables us to enhance the information with more appropriate images and travel blog entries to suit 
the demographics of the user browsing the tourism magazine.

研究分野： 観光情報学

キーワード： 観光情報　ソーシャルメディア
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2007年１月に「観光立国推進基本法」が施行され、2008年10月には国土交通省の外局として観光庁が設置される
など、日本では今、「観光」を21世紀の基幹産業と位置付けた多様な取り組みが、国や地方公共団体、民間で積
極的に推進されている。このような中、どのようにして観光情報の提供を行うかは重要な問題である。旅行者
が、旅先の観光情報を収集するために利用する情報源として、旅行ガイドブックや観光パンフレットが挙げられ
る。本研究では、旅行ガイドブックへ、旅行ブログエントリに加え、画像などのマルチメディア情報を、ユーザ
の属性に合わせて対応付けることで、更なる情報拡張を行う手法を開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2007 年 1月に「観光立国推進基本法」が施行され、2008 年 10 月には国土交通省の外局として
観光庁が設置されるなど、日本では今、「観光」を 21世紀の基幹産業と位置付けた多様な取り組
みが、国や地方公共団体、民間で積極的に推進されている。観光庁の発表によると、2013 年に
は、日本人海外旅行者数は 1,800 万人、訪日外国人旅行者数は 800 万人を超えている。2020 年
には、東京でオリンピック・パラリンピックの開催が予定されており、訪日外国人旅行者数の増
大が見込まれている。このような中、どのようにして観光支援を行うかは重要な問題である。 
旅行者が、旅先の観光情報を収集するために利用する情報源として、旅行ガイドブックや観光

パンフレットが挙げられる。株式会社 JTB パブリッシングが出版している「るるぶ」などの旅行
ガイドブックは、一般的に観光地ごとに発行され、有名な観光名所、土産物、宿泊施設、飲食店
など、観光に関連する基本的な情報が掲載されている。しかし、具体的に旅行を計画する際には、
旅行ガイドブックに多数掲載されている飲食店の中で、どのお店を利用すればよいのか、家族連
れでも快適に過すにはどの宿泊施設を選択すればよいか判断に迷う場面が多々ある。このよう
な場合には、過去に同じ観光地を旅行した旅行者の経験は、大いに役に立つ情報である。過去の
旅行者の経験を収集するための情報源として、旅行での体験を記述した旅行ブログエントリな
どのソーシャルメディアが挙げられる。申請者らは、観光地に関する基本的な情報がまとめて掲
載されている日本語の旅行ガイドブックのページに対し、関連する日本語の旅行ブログエント
リを自動的に対応付ける手法を提案し、旅行ガイドブックの情報を拡張する技術を開発してい
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、これらの課題を発展させ、旅行ガイドブックへ、旅行ブログエントリに加え、動

画や画像などのマルチメディア情報を対応付けることで、更なる情報拡張を行う。対応付けの際
に、ユーザのプロフィールや観光動機のマッチングを行うことで、よりユーザの目的にあった情
報を対応付けることが可能である。また、従来の研究では、日本語の旅行ガイドブックと旅行ブ
ログエントリを対象としていたが、英語で記述された旅行ガイドブックの情報拡張を行う予定
である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、旅行ブログエントリを利用することで、旅行者を呼び込みたい観光地と旅行者の

支援を行うことが目的である。具体的には以下の二つの課題に取り組み、それらを統合すること
によって上記目的を達成する。 
 
課題 1 旅行ブログエントリを自動で分析することで、旅行者の観光動機を明らかにする。 
課題 2 旅行ブログエントリ、動画、画像を利用することで旅行情報誌（旅行ガイドブックやパ
ンフレット）の情報拡張を行う。 
 
４．研究成果 
平成 28年度は、課題 1に取り組み、以下の 3つの処理を行った 
1. 旅行ブログエントリの自動抽出 
2. 旅行者の属性の自動推定 
3. 旅行者の観光動機の分析 
項目 1では、機械学習に自動で収集した手掛かり語を用いることで、従来の手法よりも高い再

現率で旅行ブログエントリを抽出することに成功した。項目 2については、旅行ブログエントリ
のテキスト情報を使用し、旅行者の属性（性別や使用言語）を自動で推定する手法を提案した。
性別は精度 0.88、使用言語は精度 0.97、再現率 0.79 で推定することができた。項目 3について
は、項目 2 の結果と、旅行ブログエントリの観光タイプを推定した結果を組み合わせることで、
観光動機の分析が可能であることを示した。 
課題 1に取り組む中で、課題 2の観光情報提示システムで、旅行者に適切な観光情報を、適切

な時期に提示するためには、旅行者がどのような過程を経て旅行を計画しているのかといった
行動を分析する必要があることがわかった。そこで平成 29 年度は、旅行者の計画行動をモデル
化することを目的とし、Twitter に投稿されたツイートから、旅行を計画中のツイートと、旅行
中のツイートを、深層学習を利用して自動判別する手法を提案した。実験の結果、計画中のツイ
ートの自動判定では、精度 0.64、再現率 0.39、旅行中のツイートの自動判定では、精度 0.42、
再現率 0.25 を得た。さらに、自動判定された計画中のツイートと、旅行中のツイートを利用し、
旅行計画者の行動分析を行った。旅行の目的地ごとに、旅行計画期間（計画開始日と旅行開始日
の差）をグラフで示したものを図 1に示す。図 1の「国内」は、北海道と沖縄を除いた地域とす
る。 



 
図 1 目的地ごとの旅行計画期間 

 
上記のように、計画中のツイートと、旅行中のツイートの投稿日時を利用することで、計画の

内容や旅行先により計画期間やタイミングが大きく異なることを示唆した。このような旅行計
画者の行動をモデル化する研究はほとんど行われておらずタスクとしての新しさが評価され、
観光情報学会第 16 回研究発表会の研究発表会優秀賞を受賞した。今後は、大規模なツイートを
利用して、より詳細な旅行計画者のモデル化に取り組む予定である。 
平成 30年度は、課題 2に取り組み、以下の分析を行った。 
１． Flickr の画像データを利用した訪日外国人の行動分析 
２． TripAdvisor の口コミデータを利用した訪日外国人の不満点の分析 
これらの 2 点の観点から分析を行うことで、訪日外国人向けにどのような情報を提示するべ

きかを明らかにした。 
項目 1より、訪日外国人の居住国により、訪問地に差異があることを明らかにした。分析結果

の一例として、欧米豪からの訪日外国人は、宮島にある弥山に登る際には、紅葉谷等のハイキン
グコースを多く利用していることがわかった。弥山のハイキングコースを含め、ハイキング全般
に需要があると考えられるため、ハイキングコースに関する情報の提示が有効であると考えら
れる。 
項目 2より、観光地ごとに、訪日外国人の不満点を明らかにした。分析結果の一例として、宮

島では干潮・満潮の時間帯を情報提供した方がよいということがわかった。また、縮景園では、
訪れる時期により景観が異なることが言及されていた。 
これらの成果は、田中電機工業（株）が開発している、訪日外国人を対象に、広島の観光情報

を 提 供 す る ス マ ー ト フ ォ ン 用 ア プ リ 「 Bucci A HIROSHIMA 」
（https://itunes.apple.com/us/app/bucci-a-hiroshima/id1348599487?l=ja&ls=1&mt=8）で閲覧できる
旅行ガイドの情報拡張に利用された。例えば、図 2に示すように、アプリ内の宮島の大鳥居を
紹介するページに、干潮・満潮の時間帯を知らせる Web ページへのリンクを追加することと
なった。また、縮景園では、訪れる時期により景観が異なるため、事前に来訪者に適切なイ
メージを持ってもらえるよう、縮景園のページに、季節ごとの風景写真を掲載できるように
改良することとなった。 

 

 

図 2 干潮・満潮の時間帯を知らせるリンク

を追加したイメージ図 

 

 

図 3 画像を複数掲載できるよう改良した 

イメージ図 
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令和 1年度では、課題 2の「①動画や画像を使用した情報拡張」、「②英語の観光情報誌の情報
拡張」に取り組んだ。平成 30 年度の研究成果により、訪日外国人の居住国により、必要となる
観光情報が異なることが明らかとなった。そのため、①では、画像を投稿したユーザの居住国を
自動で推定する技術を開発した。画像を投稿したユーザの居住国を推定する技術を開発したこ
とで、観光情報誌を閲覧しているユーザの居住国に合わせて、より適切な画像を利用して情報拡
張をすることが可能となった。また、旅行ブログエントリを、ブログ著者が抱いた感情や、観光
の形態に基づいて自動分類する手法を開発した。その結果、よりユーザの観光の目的に合った旅
行ブログエントリを提示できるようになった。 
②では、旅行ブログエントリ内のテキストに対し Wikification を行うことで、ブログ著者の

訪問地、体験したこと、食べた物などを判定した結果や、画像に付与された緯度経度の情報を利
用することで、英語の観光情報誌の情報拡張が可能となった。しかし、情報拡張した旅行ガイド
ブックの閲覧システムのユーザベースの評価を行うまでには至ることができなかった。今後は、
ユーザベースの評価を行い、論文としてまとめる予定である。 
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